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IIIIIIIII墨昭和3-9年度当初にIIIIIIIII

前号の「乙貞」から｡2ケ月、大変暖かくなってきました。遅すぎた春も訪

・れ、今はその息吹きを満喫できる時節となりました。ふりかえってみると、2

近年にない厳しかった冬は、発掘調査の前に壁の様に立ちはだかり、､その存；

在の忌々しさをことさら印象づけましたが、この‘時季になり、外で調査に携§

、っている我々職員の委縮していた心も、草木の萌芽の様に､.大きくぷくらん

できています。・・、：､1.,.；易』．.｛：．．..．

さて、この埋蔵文化財センターも禦回目の春を迎え:、職員一同、.心を新た

・にしております。今年度も職員に若干の異動がありましたの:で、まずそのこ‘

とからお伝えします。昭和ざ9年度の人員については下表の:とおりで、今年．

度から、北村勤嗣所長に代りまして、沢悠光所長が着任することになりま

した。今まで教育委員会社会教育課長が所長を兼務する形をとってきており

ましたが、沢所長はセンター運営に専任しますので、今まで以上に、来館

者あるいは市民の意見や要望をセンター運営に反映させることができるもの；

．と考えております。

センターを見学され、気づかれた事や希望などもたれましたらく』どしどし

職員にお申し出下さい。所長以下お待ちしています。

センター職員表

職名．氏名担・当

所長．沢悠光センターの統括、友の会

主事山i'箇秀二調査割譲画、調査、整理作業

主：･事・岩I崎茂調査、特別展、整理作業

主事．畑本政美調査、特別展、整理作業

調査員岩I唐陽子 整理作業、見学設明

調査員宮下睦夫調査、整理作業
調査員中納久美代 整理作業、見学説明、友の会．

用務員福沢絹枝センターの維事管理

職名

所長．

主喜

主：､事

主事

調査屋

調査員

調査員

用務員

氏名

沢悠光

山i'箇秀二

・岩|崎震

畑本政美

岩I唐陽子
一－

宮下睦夫

中納久美代

福沢絹枝

担・豊

センターの統括、友の会

調査割譲画、調査、整理作巽

調査、特別展、整理作美

良

整理作業、見学設明

調査、整理作巽

整理作業、見学説明、友の会

センターの維事管理

査、特別展、整理作巽



着任にあたって

わが守山が豊かな自然の恵みと立地条件の優位性から古代より非常に優
れた伝統と文化が栄えてきたことは､服音B遺跡を始め各地の埋議支化財の
発掘調査で立証されてきたとおりです。どれらの調査で具現化された遺構
から先祖の生きざまをこの目で確かめ､、又出土した遺物を手にとって観察
することから守山の真の歴史を学びとり、その血を受けた我々 がこの大地
にしっかり立って明日に向ってたくましく生きることが大切ではないでし
､ようか。

教育の基本理念の一つに「地なくして人なし」といわれます。人をつく
ろうとするならば､その土地と歴史とを離れた教育Iま意味をなさないとい
うべきでしょう。市民憲章に「伝統に学び文化の香りたかいまちをつくり
ましょう」とうたわれており、本年度市の施政方針はこの市民憲章の具現
化を中心課題として推進することであります。埋蔵文化財センターは、こ
の方針を踏まえ、i幾騨を充実し、市民の要望に応え日曜開館とし、年学回
の特別展及び常設展をより親し.み易いものにしたいと念願しておりますの
で、より積極的にセンターを活用して下さい。

埋j篭文化財センター所長沢悠光

．～発掘調査だより～吉身北遥圃&発掘調査終了！！

前号でも、吉身北滝跡の調査経過について報告しましたが、去る3月〃.｡..､.｡，。.

ヨに現地での調査を終了し首

江年にない厳寒の中一予完

の期間内に調査を弄

ま、調査に祥墓

、駅前広鋤

ま唾時代中期の集落跡（塵

竪正鐸毒
庄居｡2槙、井戸／基）と古墳鴎

琴〃
麦瑚の集落跡（堅穴住民単雄

ク 屈立柱建物｡2鰻の柵

まと）の慨ね｡2時期の遣嬢
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